
 

【第３回名蓋川復旧対策検討会 実施内容】 

 

日時 令和４年１２月２日（金）午後１時３０分から午後３時００分まで 

場所 自治会館 ２０３会議室 

 

【議事概要】 

（１）第２回名蓋川復旧対策検討会の振り返り 

（２）対策工の検討 

（３）流域全体での対策の検討 

（４）今後のスケジュール 

【検討結果】 

第３回での対策工の提案、これまで提案した被災のメカニズムなども含めた、とりまとめについ

て委員から了解を得た。 

①決壊しにくい粘り強い構造の堤防を構築 

②名蓋川の堤防かさ上げ＋下流対策（多田川のかさ上げ） 

③多田川流域治水部会により、名蓋川上流区間や多田川流域の被害軽減対策を検討 

【その他意見】 

流域で流域治水を進めていくことが重要であり、国、県、市町、住民で一緒に流域治水を進め

てほしい。 

   名蓋川の堤防かさ上げにより多田川の堤防に負荷がかかることから、併せて多田川の堤防強

化に取り組むこと。 

 

今回の検討会において、最終とりまとめ案について了承を得たことから、今月末の災害査定

後、速やかに地元住民に事業説明会を開催し、災害復旧事業に着手する。復旧は３～５年で完

成予定。 

 

【構成員】 

東北大学大学院工学研究科教授 風間聡 （専門：河川） ◎座長 

宮城大学事業構想学群教授 郷古雅春 （専門：農業） 

国立研究開発法人土木研究所上席研究員 佐々木哲也 （専門：土質） 

東北大学災害科学国際研究所准教授 佐藤翔輔 （専門：情報） 【欠席】 

東北大学高度教養教育・学生支援機構教養教育院総長特命教授 田中仁（専門：河川） 

国土交通省国土技術政策総合研究所河川研究室長 福島雅紀 （専門：河川） 

【オブザーバー】 

気象庁仙台管区気象台気象防災部長 立原秀一 【代理：吉田】 

国土交通省東北地方整備局河川部長 板屋英治 

大崎市副市長 尾松 智 

加美町長 猪股 洋文 【代理：高橋副町長】 

宮城県農政部長 宮川耕一 【欠席】 

宮城県土木部長 千葉 衛 【代理：大宮】 


